
(57)【要約】

【課題】構造簡単で安価でありながら、第１タイヤ中間

体60の肉厚を均一としつつ、製品タイヤへのエア入りを

抑制する。

【解決手段】第１タイヤ中間体60の周囲に第２タイヤ中

間体62を配置した後、ブラダ51を膨張させるとともに、

成形ドラム11を拡径させることにより、第１タイヤ中間

体60の軸方向中央部外周を第２タイヤ中間体62の内周に

圧着させるとともに、これらの圧着領域を軸方向両外側

に向かって徐々に拡大させるようにしたので、厚肉部（

補強ゴム層57）間の第１タイヤ中間体60はほぼ均一に伸

長しながら第２タイヤ中間体62に貼り合わされるととも

に、これらの間のエアが効果的に排出される。

【選択図】　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
拡 縮 径 可 能 な 成 形 ド ラ ム に よ り 軸 方 向 両 端 部 が 厚 肉 と な っ た 円 筒 状 の 第 １ タ イ ヤ 中 間 体 を
成 形 す る 工 程 と 、 前 記 第 １ タ イ ヤ 中 間 体 の 周 囲 に 円 筒 状 を し た 第 ２ タ イ ヤ 中 間 体 を 該 第 １
タ イ ヤ 中 間 体 と 同 軸 関 係 を 保 っ て 配 置 す る 工 程 と 、 第 １ タ イ ヤ 中 間 体 と 成 形 ド ラ ム と の 間
に 配 置 さ れ た ブ ラ ダ 内 に 流 体 を 注 入 し て 膨 張 さ せ る と と も に 、 成 形 ド ラ ム を 拡 径 さ せ る こ
と に よ り 、 第 １ タ イ ヤ 中 間 体 の 軸 方 向 中 央 部 外 周 を 第 ２ タ イ ヤ 中 間 体 の 内 周 に 圧 着 さ せ た
後 、 こ れ ら の 圧 着 領 域 を 軸 方 向 両 外 側 に 向 か っ て 徐 々 に 拡 大 し 、 第 １ 、 第 ２ タ イ ヤ 中 間 体
が 貼 り 合 わ さ れ た タ イ ヤ 中 間 部 材 を 製 造 す る 工 程 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る タ イ ヤ 中 間
部 材 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 第 ２ タ イ ヤ 中 間 体 の 軸 方 向 両 端 部 外 側 に ビ ー ド が そ れ ぞ れ 配 置 さ れ て い る と き 、 ブ ラ
ダ に よ る 第 ２ タ イ ヤ 中 間 体 の 変 形 に 合 わ せ て こ れ ら ビ ー ド を 軸 方 向 内 側 に 移 動 さ せ る よ う
に し た 請 求 項 １ 記 載 の タ イ ヤ 中 間 部 材 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 第 ２ タ イ ヤ 中 間 体 を 前 記 成 形 ド ラ ム と は 別 の 成 形 ド ラ ム で 成 形 し た 後 、 該 第 ２ タ イ ヤ
中 間 体 内 に 前 記 第 １ タ イ ヤ 中 間 体 を 挿 入 す る こ と で 、 第 １ タ イ ヤ 中 間 体 の 周 囲 に 第 ２ タ イ
ヤ 中 間 体 を 配 置 す る よ う に し た 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の タ イ ヤ 中 間 部 材 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 第 １ タ イ ヤ 中 間 体 は 、 少 な く と も イ ン ナ ー ラ イ ナ ー と 、 該 イ ン ナ ー ラ イ ナ ー の 軸 方 向
両 端 部 外 側 に 貼 付 け ら れ 、 断 面 略 三 日 月 状 の 補 強 ゴ ム 層 と か ら 構 成 さ れ て い る 請 求 項 １ ～
３ の い ず れ か に 記 載 の タ イ ヤ 中 間 部 材 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
軸 方 向 両 端 部 が 厚 肉 と な っ た 円 筒 状 の 第 １ タ イ ヤ 中 間 体 を 成 形 す る 拡 縮 径 可 能 な 成 形 ド ラ
ム と 、 第 １ タ イ ヤ 中 間 体 と 成 形 ド ラ ム と の 間 に 配 置 さ れ 、 流 体 が 注 入 さ れ る こ と で 膨 張 す
る ブ ラ ダ と を 備 え 、 前 記 第 １ タ イ ヤ 中 間 体 の 周 囲 に 円 筒 状 の 第 ２ タ イ ヤ 中 間 体 を 該 第 １ タ
イ ヤ 中 間 体 と 同 軸 関 係 を 保 っ て 配 置 し 、 次 に 、 ブ ラ ダ を 膨 張 さ せ る と と も に 、 成 形 ド ラ ム
を 拡 径 さ せ る こ と に よ り 、 第 １ タ イ ヤ 中 間 体 の 軸 方 向 中 央 部 外 周 を 第 ２ タ イ ヤ 中 間 体 の 内
周 に 圧 着 さ せ た 後 、 こ れ ら の 圧 着 領 域 を 軸 方 向 両 外 側 に 向 か っ て 徐 々 に 拡 大 さ せ る こ と で
、 第 １ 、 第 ２ タ イ ヤ 中 間 体 が 貼 り 合 わ さ れ た タ イ ヤ 中 間 部 材 を 製 造 す る よ う に し た こ と を
特 徴 と す る タ イ ヤ 中 間 部 材 の 製 造 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 成 形 ド ラ ム の 軸 方 向 中 央 部 外 周 に 環 状 凹 み を 形 成 す る と と も に 、 該 環 状 凹 み に 流 体 注
入 前 の 偏 平 な ブ ラ ダ を 収 納 す る よ う に し た 請 求 項 ５ 記 載 の タ イ ヤ 中 間 部 材 の 製 造 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 サ イ ド ウ ォ ー ル 部 に 厚 肉 の 補 強 ゴ ム 層 が 配 置 さ れ た ラ ン フ ラ ッ ト 走 行 が 可 能
な 空 気 入 り タ イ ヤ の 成 形 に 用 い る タ イ ヤ 中 間 部 材 の 製 造 方 法 お よ び 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ １ － ３ ０ ９ ７ ８ ９ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ３ 】
従 来 の タ イ ヤ 中 間 部 材 の 製 造 方 法 と し て は 、 例 え ば 前 記 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る よ う
な も の が 知 ら れ て い る 。 こ の も の は 、 成 形 ド ラ ム の 周 囲 に イ ン ナ ー ラ イ ナ ー を 貼 付 け て 円
筒 状 と す る 工 程 と 、 該 イ ン ナ ー ラ イ ナ ー の 中 央 領 域 に 対 応 す る 成 形 ド ラ ム の 軸 方 向 中 央 部
を 半 径 方 向 外 側 に 膨 出 さ せ て 該 イ ン ナ ー ラ イ ナ ー の 中 央 領 域 の み を 拡 径 す る 工 程 と 、 拡 径
し た 中 央 領 域 よ り 軸 方 向 両 外 側 に 位 置 す る イ ン ナ ー ラ イ ナ ー の 外 側 領 域 の 周 囲 に 肉 厚 が 前
記 成 形 ド ラ ム の 拡 径 量 の  1/2で あ る 断 面 略 三 日 月 状 の 補 強 ゴ ム 層 を 貼 付 け 、 略 円 筒 状 の 第
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１ タ イ ヤ 中 間 体 を 成 形 す る 工 程 と 、 前 記 成 形 ド ラ ム 、 第 １ タ イ ヤ 中 間 体 の 周 囲 に イ ン ナ ー
ラ イ ナ ー よ り 幅 広 の カ ー カ ス プ ラ イ を 複 数 枚 次 々 と 貼 付 け 、 円 筒 状 の 第 ２ タ イ ヤ 中 間 体 を
成 形 す る と と も に 、 こ れ ら 第 １ 、 第 ２ タ イ ヤ 中 間 体 が 貼 り 合 わ さ れ た タ イ ヤ 中 間 部 材 を 製
造 す る 工 程 と を 備 え た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 こ の よ う な 従 来 の タ イ ヤ 中 間 部 材 の 製 造 方 法 に あ っ て は 、 第 １ タ イ ヤ 中 間
体 （ イ ン ナ ー ラ イ ナ ー ） の 中 央 領 域 の 両 端 近 傍 が 局 部 的 に 引 き 伸 ば さ れ て 段 差 が 形 成 さ れ
る た め 、 該 第 １ タ イ ヤ 中 間 体 の 肉 厚 が 局 部 的 に 不 均 一 に な っ て し ま う と い う 問 題 点 が あ る
。 し か も 、 第 １ タ イ ヤ 中 間 体 の 中 央 領 域 を 拡 径 さ せ る た め に 成 形 ド ラ ム の 中 央 部 を 拡 縮 さ
せ る 必 要 が あ り 、 こ の た め 、 成 形 ド ラ ム が 構 造 複 雑 で 高 価 と な っ て し ま う と い う 問 題 点 も
あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ の 発 明 は 、 構 造 簡 単 で 安 価 で あ り な が ら 、 第 １ タ イ ヤ 中 間 体 の 肉 厚 を 均 一 と し つ つ 、 エ
ア 入 り を 抑 制 す る こ と が で き る タ イ ヤ 中 間 部 材 の 製 造 方 法 お よ び 装 置 を 提 供 す る こ と を 目
的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
こ の よ う な 目 的 は 、 第 １ に 、 拡 縮 径 可 能 な 成 形 ド ラ ム に よ り 軸 方 向 両 端 部 が 厚 肉 と な っ た
円 筒 状 の 第 １ タ イ ヤ 中 間 体 を 成 形 す る 工 程 と 、 前 記 第 １ タ イ ヤ 中 間 体 の 周 囲 に 円 筒 状 を し
た 第 ２ タ イ ヤ 中 間 体 を 該 第 １ タ イ ヤ 中 間 体 と 同 軸 関 係 を 保 っ て 配 置 す る 工 程 と 、 第 １ タ イ
ヤ 中 間 体 と 成 形 ド ラ ム と の 間 に 配 置 さ れ た ブ ラ ダ 内 に 流 体 を 注 入 し て 膨 張 さ せ る と と も に
、 成 形 ド ラ ム を 拡 径 さ せ る こ と に よ り 、 第 １ タ イ ヤ 中 間 体 の 軸 方 向 中 央 部 外 周 を 第 ２ タ イ
ヤ 中 間 体 の 内 周 に 圧 着 さ せ た 後 、 こ れ ら の 圧 着 領 域 を 軸 方 向 両 外 側 に 向 か っ て 徐 々 に 拡 大
し 、 第 １ 、 第 ２ タ イ ヤ 中 間 体 が 貼 り 合 わ さ れ た タ イ ヤ 中 間 部 材 を 製 造 す る 工 程 と を 備 え た
タ イ ヤ 中 間 部 材 の 製 造 方 法 に よ り 達 成 す る こ と が で き 、
【 ０ ０ ０ ７ 】
第 ２ に 、 軸 方 向 両 端 部 が 厚 肉 と な っ た 円 筒 状 の 第 １ タ イ ヤ 中 間 体 を 成 形 す る 拡 縮 径 可 能 な
成 形 ド ラ ム と 、 第 １ タ イ ヤ 中 間 体 と 成 形 ド ラ ム と の 間 に 配 置 さ れ 、 流 体 が 注 入 さ れ る こ と
で 膨 張 す る ブ ラ ダ と を 備 え 、 前 記 第 １ タ イ ヤ 中 間 体 の 周 囲 に 円 筒 状 の 第 ２ タ イ ヤ 中 間 体 を
該 第 １ タ イ ヤ 中 間 体 と 同 軸 関 係 を 保 っ て 配 置 し 、 次 に 、 ブ ラ ダ を 膨 張 さ せ る と と も に 、 成
形 ド ラ ム を 拡 径 さ せ る こ と に よ り 、 第 １ タ イ ヤ 中 間 体 の 軸 方 向 中 央 部 外 周 を 第 ２ タ イ ヤ 中
間 体 の 内 周 に 圧 着 さ せ た 後 、 こ れ ら の 圧 着 領 域 を 軸 方 向 両 外 側 に 向 か っ て 徐 々 に 拡 大 さ せ
る こ と で 、 第 １ 、 第 ２ タ イ ヤ 中 間 体 が 貼 り 合 わ さ れ た タ イ ヤ 中 間 部 材 を 製 造 す る よ う に し
た タ イ ヤ 中 間 部 材 の 製 造 装 置 に よ り 達 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
第 １ タ イ ヤ 中 間 体 の 周 囲 に 第 ２ タ イ ヤ 中 間 体 を 配 置 し 、 次 に 、 ブ ラ ダ 内 に 流 体 を 注 入 し て
膨 張 さ せ る と と も に 、 成 形 ド ラ ム を 拡 径 さ せ る こ と に よ り 、 第 １ タ イ ヤ 中 間 体 の 軸 方 向 中
央 部 外 周 を 第 ２ タ イ ヤ 中 間 体 の 内 周 に 圧 着 さ せ る と と も に 、 こ れ ら の 圧 着 領 域 を 軸 方 向 両
外 側 に 向 か っ て 徐 々 に 拡 大 す る よ う に し た の で 、 厚 肉 部 間 の 第 １ タ イ ヤ 中 間 体 は ほ ぼ 均 一
に 伸 長 し な が ら 第 ２ タ イ ヤ 中 間 体 に 貼 り 合 わ せ ら れ る と と も に 、 こ れ ら の 間 の エ ア は 効 果
的 に 排 出 さ れ 、 こ れ に よ り 、 エ ア 入 り を 抑 制 し な が ら 第 １ タ イ ヤ 中 間 体 の 肉 厚 を 均 一 と す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
し か も 、 そ の た め に 第 １ タ イ ヤ 中 間 体 と 成 形 ド ラ ム と の 間 に ブ ラ ダ を 配 置 す る と と も に 、
該 ブ ラ ダ を 必 要 に 応 じ て 膨 張 ・ 収 縮 さ せ る だ け で よ い の で 、 構 造 が 簡 単 と な り 、 製 作 費 も
安 価 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 請 求 項 ２ に 記 載 の よ う に 構 成 す れ ば 、 前 記 貼 り 合 わ せ 時 に お け る ビ ー ド の 第 ２ タ イ
ヤ 中 間 体 に 対 す る 位 置 ず れ を 防 止 す る こ と が で き る 。
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さ ら に 、 請 求 項 ３ に 記 載 の よ う に 構 成 す れ ば 、 第 ２ タ イ ヤ 中 間 体 の 円 筒 度 を 向 上 さ せ る こ
と が で き る 。
そ し て 、 こ の 発 明 は 請 求 項 ４ に 記 載 の よ う に 第 １ タ イ ヤ 中 間 体 が 少 な く と も イ ン ナ ー ラ イ
ナ ー と 補 強 ゴ ム 層 と か ら 構 成 さ れ て い る 場 合 に 好 適 で あ る 。
ま た 、 請 求 項 ６ に 記 載 の よ う に 構 成 す れ ば 、 第 １ タ イ ヤ 中 間 体 に 局 部 的 な 伸 び 、 し わ が 発
生 す る 事 態 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 こ の 発 明 の 一 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
図 １ に お い て 、 11は 、 ラ ン フ ラ ッ ト 走 行 が 可 能 な 空 気 入 り タ イ ヤ の 成 形 に 用 い る タ イ ヤ 中
間 部 材 を 製 造 す る 成 形 ド ラ ム で あ り 、 こ の 成 形 ド ラ ム 11は 水 平 な 中 空 の 主 軸 12を 有 し 、 こ
の 主 軸 12は 図 示 し て い な い 駆 動 部 に よ り 軸 線 回 り に 回 転 さ れ る 。 主 軸 12の 先 、 後 端 部 に は
そ れ ぞ れ 略 円 板 状 を し た ガ イ ド 体 15、 16が 取 付 け ら れ 、 こ れ ら の ガ イ ド 体 15、 16の 互 い に
対 向 す る 内 面 に は 半 径 方 向 に 延 び る 複 数 本 の ガ イ ド 溝 17、 18が そ れ ぞ れ 周 方 向 に 等 距 離 離
れ て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
21は 断 面 が 弧 状 を し た 複 数 （ ガ イ ド 溝 17、 18と 同 数 ） の 弧 状 セ グ メ ン ト で あ り 、 こ れ ら の
弧 状 セ グ メ ン ト 21は 前 記 主 軸 12の 周 囲 を 囲 む よ う 配 置 さ れ 、 全 体 と し て 主 軸 12と 同 軸 の 略
円 筒 状 を 呈 し て い る 。 こ れ ら 弧 状 セ グ メ ン ト 21は 先 、 後 端 部 に そ れ ぞ れ 半 径 方 向 内 側 に 向
か っ て 延 び る ガ イ ド リ ブ 22、 23を 有 し 、 こ れ ら の ガ イ ド リ ブ 22、 23は 前 記 ガ イ ド 溝 17、 18
に 摺 動 可 能 に 挿 入 さ れ て い る 。 こ の 結 果 、 前 記 弧 状 セ グ メ ン ト 21は ガ イ ド 体 15、 16に 半 径
方 向 に 移 動 可 能 に 支 持 さ れ て い る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
前 記 主 軸 12内 に は 該 主 軸 12と 同 軸 の ね じ 軸 26が 遊 嵌 さ れ 、 こ の ね じ 軸 26は 前 記 駆 動 部 に よ
り 主 軸 12と 共 に あ る い は 個 別 に 回 転 さ れ る 。 こ の ね じ 軸 26の 先 、 後 端 部 外 周 に は そ れ ぞ れ
逆 向 き の お ね じ 27、 28が 形 成 さ れ 、 こ れ ら の お ね じ 27、 28に は ね じ ブ ロ ッ ク 29、 30が そ れ
ぞ れ 螺 合 し て い る 。 そ し て 、 こ れ ら の ね じ ブ ロ ッ ク 29、 30は 前 記 主 軸 12に 形 成 さ れ た 軸 方
向 に 延 び る ガ イ ド ス リ ッ ト 31、 32を 貫 通 し 、 そ の 外 端 部 が 主 軸 12の 外 周 に 摺 動 可 能 に 支 持
さ れ た リ ン グ 体 33、 34に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
37、 38は 内 端 が 前 記 リ ン グ 体 33、 34に ピ ン 39、 40を 介 し て 回 動 可 能 に 連 結 さ れ た 複 数 対 の
連 結 リ ン ク で あ り 、 こ れ ら の 連 結 リ ン ク 37、 38の 外 端 は 前 記 弧 状 セ グ メ ン ト 21の 内 周 に 取
付 け ら れ た ブ ラ ケ ッ ト 41、 42に ピ ン 43、 44を 介 し て 回 動 可 能 に 連 結 さ れ て い る 。 そ し て 、
前 記 ね じ 軸 26が 主 軸 12に 対 し て 相 対 回 転 す る と 、 ね じ ブ ロ ッ ク 29、 30は リ ン グ 体 33、 34と
と も に 逆 方 向 に 等 距 離 だ け 軸 方 向 に 移 動 し 、 こ れ に よ り 、 連 結 リ ン ク 37、 38が 揺 動 し て 弧
状 セ グ メ ン ト 21が 半 径 方 向 に 同 期 移 動 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
前 述 し た 主 軸 12、 ガ イ ド 体 15、 16、 弧 状 セ グ メ ン ト 21、 ね じ 軸 26、 ね じ ブ ロ ッ ク 29、 30、
リ ン グ 体 33、 34、 連 結 リ ン ク 37、 38は 全 体 と し て 、 弧 状 セ グ メ ン ト 21が 半 径 方 向 に 同 期 移
動 す る こ と で 拡 縮 径 す る 前 記 成 形 ド ラ ム 11を 構 成 す る 。 前 記 弧 状 セ グ メ ン ト 21の 軸 方 向 中
央 部 外 周 に は 周 方 向 一 端 か ら 周 方 向 他 端 ま で 延 び る 比 較 的 浅 い 弧 状 溝 47が そ れ ぞ れ 形 成 さ
れ て い る 。 こ こ で 、 こ れ ら の 弧 状 溝 47の 幅 、 位 置 お よ び 深 さ は い ず れ の 弧 状 セ グ メ ン ト 21
に お い て も 同 一 で あ り 、 こ の 結 果 、 こ れ ら 弧 状 溝 47は 全 体 と し て 環 状 の 凹 み を 呈 し 、 成 形
ド ラ ム 11の 外 周 で そ の 軸 方 向 中 央 部 に 形 成 さ れ た 周 方 向 に 延 び る 環 状 凹 み 48を 構 成 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
前 記 環 状 凹 み 48内 に は チ ュ ー ブ 状 の ブ ラ ダ 51が 配 置 さ れ 、 こ の ブ ラ ダ 51の 内 部 に は 流 体 、
例 え ば エ ア が 注 入 あ る い は 排 出 さ れ る 。 こ こ で 、 前 記 ブ ラ ダ 51の 内 部 に 流 体 が 注 入 さ れ る
以 前 に は 、 該 ブ ラ ダ 51は 偏 平 と な っ て お り 、 そ の 外 周 面 と 成 形 ド ラ ム 11の 外 周 面 と は 同 一
円 筒 面 上 に 位 置 し て い る 。 一 方 、 前 記 ブ ラ ダ 51内 に 流 体 、 例 え ば エ ア が 注 入 さ れ る と 、 該
ブ ラ ダ 51は ド ー ナ ツ 形 に 近 付 く よ う 膨 張 し 、 成 形 ド ラ ム 11の 外 表 面 か ら 半 径 方 向 外 側 に 向
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か っ て 膨 出 す る 。 そ し て 、 前 述 の よ う に 環 状 凹 み 48に 流 体 注 入 前 の 偏 平 な ブ ラ ダ 51を 収 納
す る よ う に す れ ば 、 成 形 ド ラ ム 11と ブ ラ ダ 51と の 境 界 に 段 差 が 生 じ る こ と が な い た め 、 後
述 す る 第 １ タ イ ヤ 中 間 体 に 局 部 的 な 伸 び 、 し わ が 発 生 す る 事 態 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
次 に 、 こ の 発 明 の 一 実 施 形 態 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
今 、 連 結 リ ン ク 37、 38が 途 中 ま で 傾 斜 し 、 成 形 ド ラ ム 11が 中 間 径 に あ る と す る 。 こ の と き
、 ブ ラ ダ 51内 に は 流 体 が 注 入 さ れ て い な い た め 、 該 ブ ラ ダ 51は 偏 平 と な っ て お り 、 そ の 外
周 面 と 成 形 ド ラ ム 11の 外 周 面 と が 同 一 円 筒 面 上 に 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
次 に 、 成 形 ド ラ ム 11を 駆 動 部 に よ り 軸 線 回 り に 回 転 さ せ な が ら 、 ブ ラ ダ 51よ り 幅 広 の 帯 状
を し た イ ン ナ ー ラ イ ナ ー 55を 該 成 形 ド ラ ム 11に 供 給 し 、 該 イ ン ナ ー ラ イ ナ ー 55を 成 形 ド ラ
ム 11、 ブ ラ ダ 51の 周 囲 に 貼 付 け る 。 次 に 、 帯 状 の チ ェ ー フ ァ ー 56お よ び 補 強 ゴ ム 層 57を 成
形 ド ラ ム 11に 供 給 し 、 前 記 チ ェ ー フ ァ ー 56を イ ン ナ ー ラ イ ナ ー 55の 軸 方 向 両 端 を 跨 ぐ よ う
貼 付 け 、 ま た 、 補 強 ゴ ム 層 57を イ ン ナ ー ラ イ ナ ー 55の 軸 方 向 両 端 部 外 側 に 、 詳 し く は そ の
幅 方 向 外 端 が 環 状 凹 み 48の 軸 方 向 両 端 に ほ ぼ 合 致 す る 位 置 に 貼 付 け る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
こ の 結 果 、 成 形 ド ラ ム 11、 ブ ラ ダ 51の 周 囲 に は 、 図 １ に 示 す よ う に イ ン ナ ー ラ イ ナ ー 55、
補 強 ゴ ム 層 57お よ び チ ェ ー フ ァ ー 56か ら な る 円 筒 状 の 第 １ タ イ ヤ 中 間 体 60が 成 形 さ れ る が
、 前 述 の 補 強 ゴ ム 層 57は 断 面 が 略 三 日 月 状 を 呈 し て い る た め 、 前 記 第 １ タ イ ヤ 中 間 体 60は
該 補 強 ゴ ム 層 57の 部 位 、 即 ち 軸 方 向 両 端 部 で 厚 肉 と な っ て い る 。 な お 、 前 述 し た 第 １ タ イ
ヤ 中 間 体 60は 、 イ ン ナ ー ラ イ ナ ー 55、 チ ェ ー フ ァ ー 56、 補 強 ゴ ム 層 57の 他 に ス キ ー ジ ー ゴ
ム 等 を 含 ん で い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ の よ う な 第 １ タ イ ヤ 中 間 体 60の 成 形 時 、 前 記 成 形 ド ラ ム 11と は 別 の 成 形 ド ラ ム に よ っ て
内 径 が 第 １ タ イ ヤ 中 間 体 60の 最 大 径 （ 補 強 ゴ ム 層 57の 外 径 ） よ り 大 径 で あ る 、 図 ２ に 示 す
よ う な 円 筒 状 の 第 ２ タ イ ヤ 中 間 体 62を 成 形 す る 。 こ こ で 、 こ の よ う な 第 ２ タ イ ヤ 中 間 体 62
は 、 回 転 し て い る 別 の 成 形 ド ラ ム の 周 囲 に イ ン ナ ー ラ イ ナ ー 55よ り 幅 広 の 帯 状 を し た 複 数
枚 、 こ こ で は ２ 枚 の カ ー カ ス プ ラ イ 63、 64を 次 々 と 供 給 し て 貼 付 け 、 そ の 後 、 該 カ ー カ ス
プ ラ イ 63、 64の 軸 方 向 両 端 部 外 側 に 幅 狭 の 帯 状 を し た ス キ ー ジ ー ゴ ム 65を 供 給 し て 貼 付 け
る こ と で 成 形 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
こ の よ う に し て 第 ２ タ イ ヤ 中 間 体 62が 成 形 さ れ る と 、 一 対 の フ ィ ラ ー 66付 き ビ ー ド 67を 第
２ タ イ ヤ 中 間 体 62の 外 側 に 嵌 合 さ せ な が ら ス キ ー ジ ー ゴ ム 65の 半 径 方 向 外 側 に そ れ ぞ れ 到
達 す る ま で 軸 方 向 に 移 送 し 、 該 第 ２ タ イ ヤ 中 間 体 62、 詳 し く は ス キ ー ジ ー ゴ ム 65の 外 側 に
セ ッ ト す る 。 次 に 、 搬 送 装 置 の 複 数 の 把 持 爪 70に よ っ て 前 記 第 ２ タ イ ヤ 中 間 体 62を 外 側 か
ら 把 持 す る と と も に 、 保 持 リ ン グ 71に よ っ て ビ ー ド 67を そ れ ぞ れ 吸 着 保 持 し た 後 、 前 記 別
の 成 形 ド ラ ム を 縮 径 し て 第 ２ タ イ ヤ 中 間 体 62を 搬 送 装 置 に 、 ビ ー ド 67を 保 持 リ ン グ 71に 受
け 渡 す 。 そ の 後 、 搬 送 装 置 、 保 持 リ ン グ 71を 移 動 さ せ 、 第 ２ タ イ ヤ 中 間 体 62、 フ ィ ラ ー 66
付 き ビ ー ド 67を 貼 り 合 わ せ 位 置 ま で 搬 送 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
次 に 、 前 記 成 形 ド ラ ム 11を 移 動 さ せ て 第 １ タ イ ヤ 中 間 体 60を 、 前 記 貼 り 合 わ せ 位 置 で 待 機
し て い る 第 ２ タ イ ヤ 中 間 体 62内 に 同 軸 関 係 を 保 持 し な が ら 挿 入 す る 。 こ の よ う に 第 ２ タ イ
ヤ 中 間 体 62内 に 第 １ タ イ ヤ 中 間 体 60を 挿 入 す る こ と で 、 第 １ タ イ ヤ 中 間 体 60の 周 囲 に 第 ２
タ イ ヤ 中 間 体 62を 同 軸 関 係 を 保 っ て 配 置 す る よ う に す れ ば 、 第 １ タ イ ヤ 中 間 体 60の 外 側 に
カ ー カ ス プ ラ イ を 直 接 貼 付 け る こ と で 配 置 す る 場 合 に 比 較 し て 、 第 ２ タ イ ヤ 中 間 体 62の 円
筒 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
次 に 、 成 形 ド ラ ム 11と 第 １ タ イ ヤ 中 間 体 60と の 間 に 配 置 さ れ て い る 偏 平 な ブ ラ ダ 51内 に 流
体 を 注 入 す る と 、 該 ブ ラ ダ 51は 図 ３ に 示 す よ う に 、 ド ー ナ ツ 形 に 近 付 く よ う 膨 張 し 、 成 形
ド ラ ム 11の 外 表 面 か ら 半 径 方 向 外 側 に 向 か っ て 膨 出 す る 。 こ の よ う な ブ ラ ダ 51の 膨 張 に よ
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り 、 先 端 側 の 補 強 ゴ ム 層 57か ら 後 端 側 の 補 強 ゴ ム 層 57ま で の 第 １ タ イ ヤ 中 間 体 60は 、 軸 方
向 中 央 に 接 近 す る に 従 い 半 径 方 向 外 側 に 突 出 す る よ う （ 大 径 と な る よ う ） 弧 状 に 膨 出 変 形
し 、 こ れ に よ り 、 最 も 半 径 方 向 外 側 に 突 出 し た 第 １ タ イ ヤ 中 間 体 60の 軸 方 向 中 央 部 外 周 が
第 ２ タ イ ヤ 中 間 体 62の 内 周 に 圧 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
次 に 、 搬 送 装 置 の 把 持 爪 70を 第 ２ タ イ ヤ 中 間 体 62か ら 離 隔 さ せ た 後 、 ね じ 軸 26を 駆 動 部 に
よ り 回 転 さ せ る と 、 ね じ ブ ロ ッ ク 29、 30は 互 い に 接 近 す る よ う 軸 方 向 内 側 に 等 距 離 だ け 移
動 す る 。 こ れ に よ り 、 連 結 リ ン ク 37、 38が 直 立 す る よ う 同 期 揺 動 し て 弧 状 セ グ メ ン ト 21が
半 径 方 向 外 側 に 同 期 移 動 し 、 成 形 ド ラ ム 11が 拡 径 す る 。 こ の と き 、 第 ２ タ イ ヤ 中 間 体 62の
軸 方 向 中 央 部 は 、 図 ４ に 示 す よ う に ブ ラ ダ 51に 押 さ れ て 軸 方 向 中 央 に 接 近 す る に 従 い 半 径
方 向 外 側 に 突 出 す る よ う （ 大 径 と な る よ う ） 弧 状 に 膨 出 変 形 す る と と も に 、 ブ ラ ダ 51は 第
２ タ イ ヤ 中 間 体 62か ら の 反 力 を 受 け て 偏 平 と な る よ う 変 形 す る た め 、 第 １ タ イ ヤ 中 間 体 60
と 第 ２ タ イ ヤ 中 間 体 62と の 圧 着 領 域 が 軸 方 向 外 側 に 向 か っ て 徐 々 に 拡 大 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
こ れ に よ り 、 厚 肉 部 （ 補 強 ゴ ム 層 57） 間 の 第 １ タ イ ヤ 中 間 体 60と 第 ２ タ イ ヤ 中 間 体 62と の
間 の 空 間 か ら エ ア が 効 果 的 に 押 出 さ れ 、 製 品 タ イ ヤ に お け る エ ア 入 り を 効 果 的 に 抑 制 す る
こ と が で き る 。 ま た 、 こ の と き 、 厚 肉 部 （ 補 強 ゴ ム 層 57） 間 の 第 １ タ イ ヤ 中 間 体 60は ほ ぼ
均 一 に 伸 長 し な が ら 第 ２ タ イ ヤ 中 間 体 62に 圧 着 さ れ る た め 、 第 １ タ イ ヤ 中 間 体 60の 肉 厚 を
均 一 と す る こ と が で き る 。 そ し て 、 こ の よ う な 作 用 を 果 た さ せ る た め に 第 １ タ イ ヤ 中 間 体
60と 成 形 ド ラ ム 11と の 間 に ブ ラ ダ 51を 配 置 す る と と も に 、 該 ブ ラ ダ 51を 必 要 に 応 じ て 膨 張
・ 収 縮 さ せ る だ け で よ い の で 、 構 造 が 簡 単 と な り 、 製 作 費 も 安 価 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
こ こ で 、 前 述 の よ う に 第 ２ タ イ ヤ 中 間 体 62の 軸 方 向 中 央 部 が 弧 状 に 膨 出 変 形 す る と 、 ス キ
ー ジ ー ゴ ム 65同 士 が 接 近 す る よ う 軸 方 向 内 側 に 引 き 寄 せ ら れ て 、 こ れ ら の 間 隔 が 狭 く な る
。 こ の と き 、 ビ ー ド 67が 静 止 し て い る と 、 ビ ー ド 67と 第 ２ タ イ ヤ 中 間 体 62と の 間 に 軸 方 向
の 位 置 ず れ が 生 じ る が 、 こ の よ う な 位 置 ず れ を 防 止 す る た め 、 こ の 実 施 形 態 で は 、 成 形 ド
ラ ム 11の 拡 径 時 に ブ ラ ダ 51に よ る 第 ２ タ イ ヤ 中 間 体 62の 変 形 に 合 わ せ て 、 即 ち ス キ ー ジ ー
ゴ ム 65の 移 動 に 追 従 さ せ て 保 持 リ ン グ 71、 ビ ー ド 67を 軸 方 向 内 側 に 移 動 さ せ る よ う に し て
い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
そ し て 、 弧 状 セ グ メ ン ト 21が 半 径 方 向 最 外 側 ま で 移 動 し て 成 形 ド ラ ム 11が 最 大 径 ま で 拡 径
す る と 、 第 １ タ イ ヤ 中 間 体 60の ほ ぼ 全 域 が 第 ２ タ イ ヤ 中 間 体 62に 貼 り 合 わ さ れ る と と も に
、 第 １ 、 第 ２ タ イ ヤ 中 間 体 60、 62が フ ィ ラ ー 66付 き ビ ー ド 67に 圧 着 さ れ 、 タ イ ヤ 中 間 部 材
75が 製 造 さ れ る 。 こ の と き 、 ブ ラ ダ 51内 か ら 流 体 を 排 出 し 、 該 ブ ラ ダ 51を 偏 平 と し て 環 状
溝 48内 に 収 納 す る 。 次 に 、 ね じ 軸 26を 前 述 と 逆 方 向 に 回 転 さ せ て 連 結 リ ン ク 37を 転 倒 方 向
に 傾 斜 さ せ 、 成 形 ド ラ ム 11を 最 小 径 ま で 縮 径 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
次 に 、 前 記 タ イ ヤ 中 間 部 材 75を 成 形 ド ラ ム 11か ら 取 り 出 し て 次 工 程 の 成 形 ド ラ ム ま で 搬 送
し 、 該 成 形 ド ラ ム に お い て ビ ー ド 67よ り 軸 方 向 外 側 の カ ー カ ス プ ラ イ 63、 64を ビ ー ド 67回
り に 折 り 返 し た 後 、 ビ ー ド 67同 士 を 接 近 さ せ な が ら 該 タ イ ヤ 中 間 部 材 75内 に 内 圧 を 充 填 し
て 略 ト ロ イ ダ ル 状 に 変 形 さ せ る と と も に 、 そ の 半 径 方 向 外 側 に 配 置 さ れ た ベ ル ト ・ ト レ ッ
ド バ ン ド に 該 タ イ ヤ 中 間 部 材 75を 貼 り 付 け 、 サ イ ド ウ ォ ー ル 部 が 補 強 ゴ ム 層 57に よ っ て 補
強 さ れ た ラ ン フ ラ ッ ト タ イ ヤ 用 の グ リ ー ン タ イ ヤ を 成 形 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
な お 、 前 述 の 実 施 形 態 に お い て は 、 ブ ラ ダ 51を 膨 張 さ せ て 第 １ タ イ ヤ 中 間 体 60の 軸 方 向 中
央 部 外 周 を 第 ２ タ イ ヤ 中 間 体 62の 内 周 に 圧 着 さ せ た 後 、 成 形 ド ラ ム 11を 拡 径 し て こ れ ら の
圧 着 領 域 を 軸 方 向 外 側 に 向 か っ て 徐 々 に 拡 大 す る よ う に し た が 、 こ の 発 明 に お い て は 、 ブ
ラ ダ の 膨 張 と 成 形 ド ラ ム の 拡 径 と を 同 時 に 行 い 、 第 １ タ イ ヤ 中 間 体 の 軸 方 向 中 央 部 外 周 を
第 ２ タ イ ヤ 中 間 体 の 内 周 に 圧 着 さ せ た 後 、 こ れ ら の 圧 着 領 域 を 軸 方 向 両 外 側 に 向 か っ て 徐
々 に 拡 大 さ せ る よ う に し て も よ い 。
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【 ０ ０ ３ ０ 】
ま た 、 前 述 の 実 施 形 態 に お い て は 、 成 形 ド ラ ム 11の 拡 径 時 、 ブ ラ ダ 51内 か ら の 流 体 の 排 出
を 阻 止 す る よ う に し た が 、 こ の 発 明 に お い て は 、 ブ ラ ダ 内 か ら 流 体 を 徐 々 に 排 出 し て 、 ブ
ラ ダ を 徐 々 に 偏 平 と す る よ う に し て も よ い 。 こ の よ う に す れ ば 成 形 ド ラ ム 拡 径 時 に お け る
第 ２ タ イ ヤ 中 間 体 の 変 形 量 お よ び ビ ー ド の 軸 方 向 内 側 へ の 移 動 量 を 減 少 さ せ る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
さ ら に 、 前 述 の 実 施 形 態 に お い て は 、 連 結 リ ン ク 37を ね じ 軸 26に よ り 傾 動 さ せ る こ と で 成
形 ド ラ ム 11を 拡 縮 す る よ う に し た が 、 こ の 発 明 に お い て は 、 シ リ ン ダ に よ り 連 結 リ ン ク を
傾 動 さ せ た り 、 あ る い は 、 円 錐 カ ム 等 を 用 い て 拡 径 す る 一 方 、 成 形 ド ラ ム の 周 囲 に 巻 き 付
け ら れ た ゴ ム バ ン ド に よ っ て 縮 径 す る よ う に し て も よ い 。 ま た 、 前 述 の 実 施 形 態 に お い て
は 、 成 形 ド ラ ム 11を 移 動 さ せ る こ と で 第 １ タ イ ヤ 中 間 体 60の 周 囲 に 第 ２ タ イ ヤ 中 間 体 62を
配 置 す る よ う に し た が 、 こ の 発 明 に お い て は 、 第 ２ タ イ ヤ 中 間 体 を 把 持 し て い る 搬 送 装 置
を 静 止 し て い る 成 形 ド ラ ム ま で 移 動 さ せ る こ と で 、 第 １ タ イ ヤ 中 間 体 の 周 囲 に 第 ２ タ イ ヤ
中 間 体 を 配 置 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 こ の 発 明 に よ れ ば 、 構 造 簡 単 で 安 価 で あ り な が ら 、 第 １ タ イ ヤ 中 間
体 の 肉 厚 を 均 一 と し つ つ 、 エ ア 入 り を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 一 実 施 形 態 を 示 す 正 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 こ の 発 明 の 作 用 を 説 明 す る 正 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 こ の 発 明 の 作 用 を 説 明 す る 正 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 こ の 発 明 の 作 用 を 説 明 す る 正 面 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
11… 成 形 ド ラ ム 　 　 　 　 　 　  48… 環 状 凹 み
51… ブ ラ ダ 　 　 　 　 　 　 　 　  55… イ ン ナ ー ラ イ ナ ー
57… 補 強 ゴ ム 層 　 　 　 　 　 　  60… 第 １ タ イ ヤ 中 間 体
62… 第 ２ タ イ ヤ 中 間 体 　 　 　  67… ビ ー ド
75… タ イ ヤ 中 間 部 材
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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